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はじめに 
 
（1） 本資料について 

環境 DNA 分析は、⽔中に存在する⽣物由来の DNA（これを環境 DNA といいます）
を回収し分析することで、⽣物種の在・不在や⽣物相を調べることができる技術です。
従来の⽔⽣⽣物調査では、⽣物を直接捕まえることでその⽣息を確認していましたが、
捕獲時の傷やストレス等が⽣物に対してダメージを与えることがありました。環境
DNA 分析技術を⽤いた調査では、現場での作業は「⽔を汲むだけ」であり、⽣物を捕
まえる必要がないため、⽣き物にやさしい調査⼿法として注⽬されています。 

環境省では、⼆次的⾃然環境に⽣息する淡⽔⿂類や両⽣類の分布情報の拡充や希少種
の保全推進、外来種の対策強化、環境影響評価における⽣物調査の効率化などに環境
DNA 分析技術を有効に活⽤するため、「環境 DNA 分析技術を⽤いた調査⼿法の⼿引き
（淡⽔⿂類・両⽣類）」を作成し、令和 6 年 5 ⽉に第 1 版を公開しました。また、⼀般
社団法⼈環境 DNA 学会からは、実際の採⽔作業やその後の実験⼿順に関して詳細に記
載された「環境 DNA 調査・実験マニュアル」が公開されています。 

こうした流れの中、環境 DNA 分析技術は、⾏政機関や公的研究機関、⺠間企業等に
よって、⽣物調査⼿法としての実⽤化が始まっています。両⽣類特異的ユニバーサルプ
ライマーを⽤いた網羅的解析（以降、Amph16S 解析といいます）は、両⽣類相を調べ
るための環境 DNA 分析⼿法として、⽇本国内で広く利⽤され始めています。 

Amph16S 解析では、種を同定する際に、形態分類学的⼿法により種が同定された標
本から得られた DNA 配列（以降、リファレンスといいます）が登録されたデータベー
スに対し、サンプルから取得した DNA 配列と最も相同性が⾼い配列を調べ、その登録
情報に付けられた学名を同定結果として採⽤するという⽅法がとられます。しがたって、
Amph16S 解析の同定精度は、使⽤するデータベースに既知の種がどれほど含まれてい
るのかという充実度・網羅度に強く影響されます。 

Amph16S 解析で使⽤するデータベースとしては、⼀般的には、国際塩基配列データ
ベース（以降、単にデータベースといいます）と呼ばれるオープンデータベースが⽤い
られます。データベースには、膨⼤な数の DNA 配列情報が登録されていますが、
Amph16S 解析で使⽤するミトコンドリア DNA の 16S リボゾーム RNA 遺伝⼦の部分
領域（以降、Amph16S 配列領域といいます）は、⽇本国内で⽣息が知られる両⽣類全
種が揃ってはいるわけではありません。したがって、Amph16S 解析を⾏う際は、「調べ
たい種がデータベースに登録されているのか」というデータベースの充実度・網羅度に
関しての情報を得ておく必要があります。 

Amph16S 配列領域を含む 16S リボゾーム RNA 遺伝⼦領域は、ミトコンドリア DNA
の遺伝⼦コード領域の中では⽐較的保存性が⾼いことで知られており、⼀部の近縁種間
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では、DNA 配列に差がない場合があります。仮に A 種と B 種は分類学上は別種とされ
ているものの、Amph16S 配列領域上は全く差がなかったとした場合、Amph16S 解析
では A 種の DNA 配列が検出されても、環境 DNA 分析でよく使われる相同性検索ソフ
トウェア（例えば BLAST などが汎⽤されます）からの出⼒結果として、B 種と同定さ
れることがあります。このような誤同定を避けるためには、「どの種が Amph16S 解析
で識別することが可能であるか（もしくは識別が難しいのか）」という種の識別性に関
する情報を知っておくことが、精度の⾼い調査結果を得るためにも重要となります。 

また、登録されているリファレンス情報の中には、DNA 配列を取得した標本の種同
定の精度や登録された学名の正確性に⽋けるもの等が存在することが知られています。
データベースへの DNA 配列を登録する際、種同定の精度はデータベースの運営者側で
は管理されず、基本的には登録者が申請した登録情報がそのまま掲載されます。そのた
め、形態分類による種同定が⾮常に難しい種や登録者が分類学に精通していなかった場
合、リファレンス情報に誤った学名が付けられてしまうことがあります。このような誤
同定の可能性は、リファレンス情報に登録されている標本の産地情報や標本の管理番号、
その配列を⽤いて書かれた論⽂等から、ある程度推測することができます。 

さらに、分類学の進展により、ある種に対する学名や標準和名が変更されたり、新種
記載により新しく学名が付くことがありますが、データベース上の登録学名はその変更
に合わせて⾃動的には修正されません。そのため、Amph16S 解析を⾏う際には、解析
結果としてソフトウェアから出⼒される「データベースに登録された学名」と「その
DNA 配列に与えるべき学名（解析時点における分類学的に正しい学名）」との間に、相
違が⽣じる場合があります。 

以上のような様々なデータベース上の「不正確性」は、Amph16S 解析の結果を解釈
する際に混乱を招き、誤った同定結果を導く原因となることが知られています。 

 
本資料は、このような背景をふまえ、環境 DNA 分析技術を使った両⽣類調査を⾏う

際に、精度の⾼い調査結果を取得するために必要な参考情報の 1 つとして「種の識別性
を確認するための分⼦系統樹」を提供するものです。 
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（2） 注釈説明 

分⼦系統樹の作成に使⽤したリファレンスは、2024 年 12 ⽉ 6 ⽇に国際塩基配列デ
ータベースからダウンロードしたデータを元にしています。 

分⼦系統樹を作成した対象種は、以下に掲載されている種を基本としています。 
 

対象種リスト 
環境省レッドリスト 2020 年版【両⽣類】 
https://ikilog.biodic.go.jp/Rdb/booklist (2024 年 10 ⽉ 29 ⽇アクセス) 
国内希少野⽣動植物種⼀覧【両⽣類】 
https://www.env.go.jp/nature/kisho/domestic/list.html (2024 年 10 ⽉ 29 ⽇アクセ
ス) 
我が国の⽣態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（⽣態系被害防⽌外来種
リスト）【動物（両⽣類）】 
https://www.env.go.jp/nature/intro/2outline/iaslist.html (2024 年 10 ⽉ 29 ⽇アク
セス) 
特定外来⽣物等⼀覧 
https://www.env.go.jp/nature/intro/2outline/list.html (2024 年 10 ⽉ 29 ⽇アクセ
ス) 
⽇本爬⾍両棲類学会 (2024) ⽇本産爬⾍両⽣類標準和名リスト（2024 年 3 ⽉ 11 ⽇
版） 
https://herpetology.jp/wamei/ (2024 年 10 ⽉ 29 ⽇アクセス) 
令和 6 年度河川⽔辺の国勢調査のための⽣物リスト 
https://www.nilim.go.jp/lab/fbg/ksnkankyo/mizukokuweb/system/seibutsuListfil
e.htm (2024 年 10 ⽉ 29 ⽇アクセス) 
 
さらに、Amph16S 解析による種の識別性をより明確にするため、必要に応じて、上

記のリストには未掲載の種やその近縁種（海外産の種も含む）も対象種としています。
これらのうち、データベースからリファレンスが得られた種について、科レベルもしく
は属レベルで暫定的にグループ化し、系統樹を作成しています。 

分⼦系統樹の作成には、系統学的解析ソフトウェア MEGA ver.10.2.6 を⽤い、
Amph16S 配列領域のアライメントを⾏った後、モデルテストにより塩基置換モデルを
推定した結果から BIC（ベイズ情報量規準）が最⼩となったモデルを選択し、最尤法に
より分⼦系統樹を得ました。 

分⼦系統樹上のリファレンスに付けられている名前は、以下の項⽬順に従って表記し
ています。標本の採集地、標本管理施設及び標本番号の情報がないものについては、特
に記載されていません。 
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AB639437.1  Rana sakuraii  Japan Gifu  KUHE:36297  AA 
 
 

分⼦系統樹上に表記した学名は、基本的にはデータベース上の登録学名を採⽤してい
ますが、リファレンスの登録情報（例えば note の記載内容など）から明らかに訂正が
必要と判断されたデータについては、修正した学名で表記しています。標本の採集地、
標本管理施設及び標本番号は、データベース上の登録内容を表記してします。 

信頼度ランクは、専⾨家からの助⾔をふまえ、以下の基準に従ってランク分けを⾏っ
ています。 
 

ランク分けの基準項⽬ 
信頼度 
ランク 標本の採集地 標本管理施設 

と標本番号 
分⼦系統樹による

チェック （国名） （県名） 
○ ○ ○ 問題なし AA 
○ × ○ 問題なし A 
○ ○ or × × 問題なし B_Loc 
× × ○ 問題なし B_Spe 
× × × 問題なし C 

○ or × ○ or × ○ or × 誤同定の疑いあり D 
エキスパートチェックにより修正された情報 Ex 

 
分⼦系統樹は、両⽣類の専⾨家による確認（エキスパートチェック）を受けた上で、

誤同定の疑いがある（もしくは登録情報の信頼性に疑問が残る）と判断された登録情報
については、信頼度ランクを「D」としました。また、エキスパートチェックにより、
登録上の学名を変更することが望ましい等の指摘がされた登録情報については、信頼度
ランクを「Ex」とし、系統樹上の和名を修正しました。 
  

アクセッション番号 学名 標本の採集地 標本管理施設 
と標本番号 

信頼度 
ランク 
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本資料は、レッドリストに掲載された両⽣類及び⽣態系被害防⽌外来種リストの外来
種が、Amph16S 解析によって識別可能であるかを判断するための参考情報となること
を⽬指して作成しています。そのため、分⼦系統樹には、下表のように、環境省レッド
リスト（2020 年版）のカテゴリーを⾊分けで表⽰しています。 
 

カテゴリー 判定基準 系統樹上の 
⾊分け 

絶滅 (EX) 我が国ではすでに絶滅したと考えられ
る種  

野⽣絶滅 (EW) 
飼育・栽培下あるいは⾃然分布域の明
らかに外側で野⽣化した状態でのみ存
続している種 

 

絶滅危惧Ｉ類 (CR+EN) ※ 絶滅の危機に瀕している種 − 

絶滅危惧ＩＡ類 (CR)※ ごく近い将来における野⽣での絶滅の
危険性が極めて⾼いもの  

絶滅危惧ＩＢ類 (EN)※ ＩA 類ほどではないが、近い将来にお
ける野⽣での絶滅の危険性が⾼いもの  

絶滅危惧 II 類 (VU)※ 絶滅の危険が増⼤している種  

準絶滅危惧 (NT) 
現時点での絶滅危険度は⼩さいが、⽣
息条件の変化によっては「絶滅危惧」
に移⾏する可能性のある種 

 

情報不⾜ (DD） 評価するだけの情報が不⾜している種  
絶滅のおそれのある地域個
体群 (LP) 

地域的に孤⽴している個体群で、絶滅
のおそれが⾼いもの  

※ 絶滅のおそれのある種（絶滅危惧種） 
 
 
（3） 本資料の使い⽅ 

本資料は、分⼦系統樹から Amph16S 解析における種の識別性を確認することを⽬的
に作成したものです。分⼦系統樹では、DNA 配列の違いを、枝のつき⽅と枝の⻑さの
違いとして表しています。異なる枝上に位置したリファレンスは、互いに異なる DNA
配列であることを⽰し、同じ枝の同じ位置に並列したリファレンスは、Amph16S 配列
領域においては、同じ配列であることを⽰しています。また、ある 2 つのリファレンス
間の枝の⻑さは、その 2 つの配列の違いを表しており、配列間の枝が短いほどよく似て
いることを⽰しています。 

種の識別性の判断基準として、本資料では、原則として、A 種のすべてのリファレン
スと B 種のすべてのリファレンスが互いに異なる枝として位置する場合、A 種と B 種
は Amph16S 解析で識別できると判断しました。逆に、A 種と B 種のすべて（もしくは
⼀部）のリファレンスが同じ枝の同じ位置に並んだ場合や⼊れ⼦状になっている場合は、
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そのリファレンスを⽤いては、A 種と B 種は識別が困難であると判断しました。そのた
め、A 種と B 種で配列間の違いが 1 塩基しかない場合であっても、すべてのリファレン
スが互いに異なる枝として位置する場合は、暫定的に識別できると判断し、別途公開さ
れている「Amph16S リファレンスデータベース」においても、同じ基準で判断したも
のが「Amph16S 解析の結果として採⽤を推奨する学名・和名」として出⼒されるよう
になっています。 

⼀⽅で、同じ種の Amph16S 配列同⼠であっても、同種の配列すべてが 100％⼀致す
るわけではありません。種には、配列が少しだけ異なる複数のバリエーションを含んで
いる場合があります。このバリエーション（以降、種内多型といいます）は、種の識別
性を判断する際に重要な情報となります。それぞれの種が、種内にどのくらい多型を有
しているのかという情報は、登録されているリファレンスからのみ知り得ることから、
種の識別性の判断基準は、リファレンスの登録数も影響することがあります。特に、リ
ファレンスが 1 つ、もしくは、それに近い少数しかデータベースに登録されていない種
の場合、今後、新たにリファレンスが登録され、種内多型の情報が少しずつ蓄積される
ことによって、現時点では Amph16S 解析で識別できると判断されていた種間であって
も、それらは識別できないという判断に変わる可能性があります。 

以上のことから、本資料は、資料作成時点における種の識別性を⽰したものであり、
この識別性は確定したものではないことに注意が必要です。今後、データベース上のリ
ファレンスが増えることで、種の識別性に対する判断が変更される可能性があります。 

 
 

（4） 免責事項 

本資料の情報は、細⼼の注意を払い作成したものですが、その正確性や内容等につい
て、環境省が保証するものではありません。環境省は、利⽤者が本資料の情報を⽤いて
⾏う⼀切の⾏為（資料の⼀部を編集・加⼯等した情報を利⽤することを含む）について、 
何ら責任を負うものではありません。 
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1. サンショウウオ科サンショウウオ（Hynobius）属（27 種） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

イヨシマサンショウウオ 

マホロバサンショウウオ 

コガタブチサンショウウオ 

 ブチサンショウウオ 

ツルギサンショウウオ 

次ページへ続く 

マホロバサンショウウオ 

イヨシマサンショウウオ 
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サンショウウオ科サンショウウオ（Hynobius）属（続き） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

前ページからの続き 

次ページへ続く 

 イシヅチサンショウウオ 

 チクシブチサンショウウオ 

 アカイシサンショウウオ 

 ハクバサンショウウオ 

 チュウゴクブチサンショウウオ 

 ソボサンショウウオ 
 アマクササンショウウオ 

 オオスミサンショウウオ 
 ベッコウサンショウウオ 

 クロサンショウウオ 
 トウホクサンショウウオ 

 オオイタサンショウウオ 
 ツシマサンショウウオ 

 ヤマグチサンショウウオ 

 カスミサンショウウオ 

 エゾサンショウウオ 
 オオダイガハラサンショウウオ 

 ヒダサンショウウオ 
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サンショウウオ科サンショウウオ（Hynobius）属（続き） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

前ページからの続き 

 ヒダサンショウウオ→ Ex ヒガシヒダ
サンショウウオ 

 イワキサンショウウオ 
 トウキョウサンショウウオ 

 ヤマトサンショウウオ 

リファレンスが登録されていない種 
アキサンショウウオ、アブサンショウウオ、アベサンショウウオ、イズモサンショ
ウウオ、イワミサンショウウオ、オキサンショウウオ、ゲイヨサンショウウオ、サ
ンインサンショウウオ、セトウチサンショウウオ、タゴサンショウウオ、トサシミ
ズサンショウウオ、ナンヨサンショウウオ、ヒバサンショウウオ、ヒロシマサンシ
ョウウオ、ホクリクサンショウウオ、ミカワサンショウウオ 

 ヒガシヒダサンショウウオ 

 ヒダサンショウウオ→ Ex ヒガシヒダ
サンショウウオ 
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2. サンショウウオ科キタサンショウウオ（Salamandrella）属・ハコネサンシ
ョウウオ（Onychodactylus）属（4 種） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

次ページへ続く 

キタサンショウウオ 
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サンショウウオ科キタサンショウウオ（Salamandrella）属・ハコネサンショウウオ
（Onychodactylus）属（続き） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

前ページからの続き キタオウシュウサンショウウオ 

ハコネサンショウウオ 

ホムラハコネサンショウウオ 

リファレンスが登録されていない種 
シコクハコネサンショウウオ、タダミハコネサンショウウオ、ツクバ
ハコネサンショウウオ、バンダイハコネサンショウウオ 
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3. オオサンショウウオ科（2 種） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
  

チュウゴクオオサンショウウオ 

オオサンショウウオ 

リファレンスが登録されていない種 
スライゴオオサンショウウオ、Andrias 
jiangxiensis、Andrias cheni 
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4. イモリ科（4 種） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

シリケンイモリ→ Ex オキナワ
シリケンイモリ 

シリケンイモリ 

チュウゴクイモリ 

アカハライモリ 

イボイモリ→ Ex オキナワ
イボイモリ 

イボイモリ→ Ex アマミイボイモリ 

リファレンスが登録されていない種 
アマミシリケンイモリ 
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5. ピパ科（1 種） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

アフリカツメガエル 

※注釈 
アフリカツメガエルは、16S ribosomal 
RNA の配列登録数が⾮常に多いため、
Amph16S 配列が類似するアクセッション
番号は、この系統樹から除外した。 

アフリカツメガエル → Ex アフリカツメ 
ガエル属の⼀種 
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6. ヒキガエル科ヒキガエル（Bufo）属（5 種） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

次ページへ続く 

アジアヒキガエル 

ミヤコヒキガエル 

アジアヒキガエル 
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ヒキガエル科ヒキガエル（Bufo）属（続き） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

前ページからの続き 

ナガレヒキガエル 

ニホンヒキガエル 

アズマヒキガエル 

ニホンヒキガエル→ Ex アズマヒキガエル 

ニホンヒキガエル→ Ex アズマヒキガエル 

ニホンヒキガエル→ Ex アズマヒキ
ガエル 

アズマヒキガエル 

アズマヒキガエル 

ニホンヒキガエル→ Ex アズマヒキガエル 
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7. ヒキガエル科 Bufotes 属（1 種） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
次ページへ続く 

ヨーロッパミドリヒキガエル 
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ヒキガエル科 Bufotes 属（続き） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

前ページからの続き 

ヨーロッパミドリヒキガエル 

D ヨーロッパミドリヒキガエル→ Ex アフリカミドリヒキガエル 

z D ヨーロッパミドリヒキガエル 
→ Ex Bufotes sitibundus（和名なし） 
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8. ヒキガエル科 Duttaphrynus 属（1 種） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

ヘリグロヒキガエル 

次ページへ続く 
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ヒキガエル科 Duttaphrynus 属（続き） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

次ページへ続く 

前ページからの続き 

ヘリグロヒキガエル 
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ヒキガエル科 Duttaphrynus 属（続き） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

前ページからの続き 

ヘリグロヒキガエル 

D ヘリグロヒキガエル→ Ex インダスヒキガエル 
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9. ヒキガエル科 Incilius 属（1 種） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

D ガルフコーストヒキガエル→ Ex Incilius leucomyos（和名なし） 

ガルフコーストヒキガエル 

D ガルフコーストヒキガエル→ Ex キタワンガン
ヒキガエル 
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10. ヒキガエル科 Anaxyrus 属（6 種） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

アカボシヒキガエル 

オークヒキガエル 

テキサスヒキガエル 

ナンブヒキガエル 

テキサスミドリヒキガエル 

プレーンズヒキガエル 
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11. ヒキガエル科 Sclerophrys 属（4 種） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
次ページへ続く 

アフリカヒキガエル 
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ヒキガエル科 Sclerophrys 属（続き） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

前ページからの続き 

アフリカヒキガエル 

D アフリカヒキガエル 
→ Ex ヒラセヒキガエル 

D アフリカヒキガエル 
→ Ex Sclerophrys kisoloensis

（和名なし） 

D アフリカヒキガエル 
→ Ex ミナミヒョウヒキガエル 
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12. ヒキガエル科ナンベイヒキガエル（Rhinella）属（3 種） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

次ページへ続く 

オオヒキガエル 

オオヒキガエル 

コノハヒキガエル 
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ヒキガエル科ナンベイヒキガエル（Rhinella）属（続き） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

前ページからの続き 

次ページへ続く 

オオヒキガエル 

D ロココヒキガエル → Ex オオヒキガエル 
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ヒキガエル科ナンベイヒキガエル（Rhinella）属（続き） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

前ページからの続き 

オオヒキガエル 

コノハヒキガエル 

D オオヒキガエル→ Ex Allobates 属の⼀種？ 
D オオヒキガエル→ Ex Boana 属の⼀種？ 
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13. アマガエル科（4 種） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次ページへ続く 
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アマガエル科（続き） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

前ページからの続き 

ニホンアマガエル 

ニホンアマガエル 

リファレンスが登録されていない種 
ハロウエルアマガエル 

D Dryophytes suweonensis 
→ Ex ニホンアマガエル 

D Dryophytes suweonensis 
→ Ex ニホンアマガエル 

キューバズツキガエル 

ニホンアマガエル → Ex ヒガシニホン
アマガエル 



33 
 

14. アカガエル科アカガエル（Rana）属（12 種） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
次ページへ続く 

ナガレタゴガエル 

ナガレタゴガエル 

ナガレタゴガエル 

タゴガエル 

タゴガエル 

タゴガエル 
ナガレタゴガエル 
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アカガエル科アカガエル（Rana）属（続き） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

前ページからの続き 

次ページへ続く 

タゴガエル 

オキタゴガエル 

タゴガエル 

タゴガエル → Ex ヒメタゴガエル 

タゴガエル → Ex ヒメタゴガエル 

タゴガエル 

タゴガエル → Ex ヒメタゴガエル 
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アカガエル科アカガエル（Rana）属（続き） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

前ページからの続き 

次ページへ続く 

タゴガエル → Ex ネバタゴガエル 

タゴガエル 

ヤクシマタゴガエル 

タゴガエル → Ex ネバタゴガエル 

タゴガエル → Ex ネバタゴガエル 

タゴガエル → Ex ネバタゴガエル 

タゴガエル → Ex ヒメタゴガエル 

タゴガエル → Ex ヒメタゴガエル 

タゴガエル 
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アカガエル科アカガエル（Rana）属（続き） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

前ページからの続き 

次ページへ続く 

タゴガエル 
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アカガエル科アカガエル（Rana）属（続き） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

前ページからの続き 

次ページへ続く 

ナガレタゴガエル 

タゴガエル 

タゴガエル 
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アカガエル科アカガエル（Rana）属（続き） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

前ページからの続き 

次ページへ続く 

タゴガエル→Ex ゴトウタゴガエル 

タゴガエル→Ex ゴトウタゴ
ガエル 

タゴガエル 

タゴガエル 

D チョウセンヤマアカガエル  
→ Ex チョウセンアカガエル 



39 
 

アカガエル科アカガエル（Rana）属（続き） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

前ページからの続き 

次ページへ続く 

チョウセンヤマアカガエル 

エゾアカガエル 

ヤマアカガエル 

D エゾアカガエル → Ex チョウセン
アカガエル 
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アカガエル科アカガエル（Rana）属（続き） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

前ページからの続き 

次ページへ続く 

チョウセンヤマアカガエル 
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アカガエル科アカガエル（Rana）属（続き） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

前ページからの続き 

ニホンアカガエル 

ツシマアカガエル 

リュウキュウアカガエル 

アマミアカガエル 

D ニホンアカガエル 
→ Ex Rana omeimontis 

（和名なし） 
D ニホンアカガエル→ Ex シセンアカガエル 
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15. アカガエル科 Aquarana（Lithobates）属（1 種） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

ウシガエル 

D ウシガエル→ Ex ナイルトノサマガエル？ 
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16. アカガエル科ツチガエル（Glandirana）属（3 種） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

サドガエル 

ツチガエル→ Ex サドガエル 

ムカシツチガエル 

ツチガエル→ Ex ムカシツチガエル 

ツチガエル 
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17. アカガエル科トノサマガエル（Pelophylax）属（3 種） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

ナゴヤダルマガエル 

トウキョウダルマガエル 

トノサマガエル 

D トノサマガエル→ Ex Nidirana 属の⼀種？ 
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18. アカガエル科ニオイガエル（Odorrana）属・バビナ（Babina）属・ハラブチ
ガエル（Nidirana）属・クールガエル（Limnonectes）属（10 種） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

オキナワイシカワガエル 
→ Ex アマミイシカワガエル 

コガタハナサキガエル 

アマミイシカワガエル 
オキナワイシカワガエル 

→ Ex アマミイシカワガエル 

オオハナサキガエル 

アマミハナサキガエル 

ハナサキガエル 

オキナワイシカワガエル 

ヤエヤマハラブチガエル 

ホルストガエル 

オットンガエル 

ナミエガエル 

ヤエヤマハラブチガエル → Ex リュウキュウ
アカガエル 
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19. ヌマガエル科（2 種） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

次ページへ続く 

Fejervarya limnocharis→ Ex ヌマガエル 

※注釈 
沖縄県のヌマガエル（F. kawamurai）は、
F. limnocharis と同じ Amph16S 配列を有
する可能性がある。次⾴の系統樹に⽰す通
り、ヌマガエルと F. limnocharis は種が識
別できるが、現時点の登録状況からは沖縄
県においてのみ、両者の識別が困難である
と考えられた。この識別性は、今後、沖縄
県のヌマガエルのリファレンスが増える
ことで変わる可能性がある。 
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ヌマガエル科（続き） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

前ページからの続き 

サキシマヌマガエル 

ヌマガエル 

Fejervarya limnocharis→ Ex ヌマガエル 

Fejervarya limnocharis→ Ex サキシマヌマガエル 

D Fejervarya limnocharis → Ex Fejervarya 
orissaensis（和名なし） 
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20. アオガエル科カジカガエル（Buergeria）属（3 種） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

リュウキュウカジカガエル→ Ex ヤエヤマ
カジカガエル 

リュウキュウカジカガエル 

カジカガエル 

リュウキュウカジカガエル  
→ Ex オオタカジカガエル 
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21. ア オ ガ エ ル 科 ア イ フ ィ ン ガ ー ガ エ ル （ Kurixalus ） 属 ・ ア オ ガ エ ル
（Zhangixalus）属（6 種） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

シュレーゲルアオガエル 

オキナワアオガエル→ Ex アマミアオガエル 

オキナワアオガエル 

ヤエヤマアオガエル 

アイフィンガーガエル 

モリアオガエル 



50 
 

22. アオガエル科シロアゴガエル（Polypedates）属（3 種） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

次ページへ続く 

シロアゴガエル 
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アオガエル科シロアゴガエル（Polypedates）属（続き） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

前ページからの続き 

次ページへ続く 

 シロアゴガエル 

 

 
シロアゴガエル→ Ex Polypedates 

impresus（和名なし） 
 

ホンコンシロアゴガエル  
→ Ex Polypedates impresus（和名なし） 

 

 

 

 

シロアゴガエル 

ホンコンシロアゴガエル 

シロアゴガエル 
ホンコンシロアゴガエル 

ホンコンシロアゴガエル 

シロアゴガエル  

 

シロアゴガエル 

シロアゴガエル 

ホンコンシロアゴガエル 

ホンコンシロアゴガエル 
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アオガエル科シロアゴガエル（Polypedates）属（続き） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

前ページからの続き 

次ページへ続く 

シロアゴガエル  

 
ホンコンシロアゴガエル 

 
 

シロアゴガエル 

ホンコンシロアゴガエル 
シロアゴガエル 

 ホンコンシロアゴガエル 

 ホンコンシロアゴガエル 

ホンコンシロアゴ 
ガエル 

 シロアゴガエル 

 シロアゴガエル 

 ホンコンシロアゴガエル 

 タイワンシロアゴガエル 

 タイワンシロアゴガエル 

タイワンシロアゴガエル 

ホンコンシロアゴガエル 

ホンコンシロアゴガエル 

 

 シロアゴガエル 

ホンコンシロアゴガエル 

シロアゴガエル 

シロアゴガエル 
※上の⽚括弧内の配列はすべて 

→ Ex シロアゴガエル属の⼀種  
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アオガエル科シロアゴガエル（Polypedates）属（続き） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

D シロアゴガエル → Ex Polypedates 
 colletti（和名なし） 

前ページからの続き 

シロアゴガエル 
→ Ex シロアゴ
ガエル属の⼀種 

 

 タイワンシロアゴガエル 

 タイワンシロアゴガエル 

 タイワンシロアゴガエル 

タイワンシロアゴガエル 

タイワンシロアゴガエル 

ホンコンシロアゴガエル 

 ホンコンシロアゴガエル 

 
 

ホンコンシロアゴガエル 

 ホンコンシロアゴガエル 

ホンコンシロアゴガエル 

ホンコンシロアゴガエル 

ホンコンシロアゴガエル 
タイワンシロアゴガエル 

D ホンコンシロアゴガエル → Ex トノサマガエル 
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23. ヒメアマガエル科 Kaloula 属（1 種） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

アジアジムグリガエル 
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24. ヒメアマガエル科ヒメアマガエル（Microhyla）属（2 種） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

ヒメアマガエル 

ヒメアマガエル→ Ex ヤエヤマヒメアマガエル 
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25. コヤスガエル科（3 種） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

ジョンストンコヤスガエル 

オンシツガエル 

コキーコヤスガエル 
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（余 ⽩） 
 
 
 
 
 
 


